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（一社）全国浄化槽団体連合会は 6 月28日、
東京・市ヶ谷のホテルグランドヒル市ヶ谷で第
12回定時総会を開催した。2023年度事業報告お
よび収支決算など全 3 議案、報告 1 事項を承認
し、任期満了に伴う役員の改選では上田勝朗会
長の再任を決めた。総会後の講演会では、全浄
連が策定した「浄化槽ビジョン2024」について
発表があり、上田会長からは同ビジョンへの取
り組みを通じて浄化槽の信頼向上を図っていく
との方針が示された。また懇親会では伊藤信太
郎環境大臣、堂故茂国土交通副大臣をはじめと
する関係省幹部、さらに関係団体、自民党浄化
槽推進議員連盟、公明党浄化槽整備推進議員懇
話会などから多くの国会議員が駆けつけた。

総会は午後 1 時、正会員・特別会員の代表者
は随行者など約180名の出席を得て開かれた。
上田会長は冒頭で、「令和元年の浄化槽法改

正を経て、浄化槽は下水道に並ぶ汚水処理施設
として全国で整備が進められている。人口減
少が進む中でも効率的な整備が可能で、これが
役割分担によるベストミックスと理解してい
るが、もっと踏み込めば税の公平性の観点から
は維持管理に係る個人負担も平等であるべき
ではないかと考えている。また令和 8 年度の

第12回定時総会で上田勝朗会長を再任
総会後講演会で「浄化槽ビジョン2024」を発表

上田勝朗会長

総会の様子
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汚水処理施設概成に向けて施設整備が進んで
いるが、地方において下水道はもう延ばさな
い、農集排は計画していないという状況で、財
政も非常に厳しく、汚水処理の問題にどう対
処すべきなのかという問題についても私たち
は積極的に情報発信すべきだろうと考えてい
る。維持しきれない農集排について相談を受
けたこともあり、例えば浄化槽に切り替えて
いくコンサルタント業務というのも今後は全
浄連で対応できたら良いというふうな考えを
持っている。浄化槽台帳の整備、施工、維持管
理技術の向上、助成制度のあり方など課題は
山積みで、こうした内容は浄化槽ビジョンに
盛り込ませていただいた。関係団体とも協力
をしながら脱炭素等の新しい技術に加え、全
浄連が持つ製造、施工、維持管理、検査の総合
力で様々なことを発信してまいりたい」と挨拶
した。
この後の議案審議では、議長に安德博氏（福

岡県）を選出し、第 1 号議案「2023年度事業報
告および収支決算について」、第 2 号議案「全
浄連第12回定時総会決議（案）について」、第
3 号議案「役員（理事・監事）の選任について」
の 3 議案と、報告事項「2024年度事業計画お

よび収支予算について」を審議、承認した。
それぞれ満場の拍手で採択し、このうち全浄
連第12回定時総会決議における2024年度全浄
連活動スローガンは「水環境を守ろう 単独処
理浄化槽から 合併処理浄化槽への転換」を採
択した。
総会決議は①「浄化槽ビジョン」の実現に向
けた取り組みを推進する②協議会設立を推進
し浄化槽の課題に取り組む③県、市町村との災
害協定の調査研究④浄化槽システムの脱炭素
化事業促進⑤浄化槽台帳整備の推進と業界全
体の DX 促進⑥避難所浄化槽トイレシステム
の設置と活用⑦浄化槽設備士研修会の実施と
法改正の実現－－－－－の 7 項目を盛り込んだ。
任期満了に伴う役員の改選では、理事・監事
を選出し、総会後の理事会で上田会長の再任を
決めた。

環境省、国交省から祝辞 環境省、国交省から祝辞 
　　ビジョンの実現に期待　　ビジョンの実現に期待

総会閉会後は来賓祝辞があり、環境省の沼田
正樹浄化槽推進室長は、「元日に発生した能登
半島地震では浄化槽にも非常に大きな被害が

総会審議の様子
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発生し、被害状況の把握と復旧にご協力いただ
いた全浄連の皆様に改めて感謝申し上げたい。
これまで浄化槽は災害に強いと言われ、我々も
そのようにアピールしてきたが、やはり浄化槽
においても大規模な被害が発生し得る。今後
はそれを前提に発災後の迅速な被害状況の把
握、復旧に向けた平時からの体制整備、知見の
充実等を図っていかなければならない。環境
省としても非常に大きな課題を付けられたと
認識している。まずは被災された地域の浄化
槽の一刻も早い復旧に全力を尽くしてまいり
たい。さてこうした中で、全浄連におかれては
浄化槽ビジョン2024を新たに策定された。全
国で進む人口減少は、浄化槽にとっては使用者
数の減少、担い手である従事者の減少でもある
が、先ほどの災害の激甚化等、社会の前提条件
が大きく変わろうとする中で業界の皆様が浄
化槽のあるべき姿について議論していただい
たことは非常に大きな意義があると考えてい
る。ビジョンで提示された世界の実現に向け
て、環境省としても努力したい。また今月、自
民党浄化槽推進議員連盟、公明党浄化槽整備推
進議員懇話会で決議が行われ、来年の通常国会
で浄化槽法の改正を行うとの方針が示された。
環境省としても法律を所管する立場から協力
する。今まで以上に業界の皆様、国、自治体、
その他の関係者が連携して一丸となることが
重要になる。引き続き皆様のご協力をいただ
ければ」と挨拶した。

また国土交通省不動産・建設経済局建設業
課の甲斐一洋建設業技術企画室長は、「全浄連
の皆さまにおかれては日頃より浄化槽の整
備、国土交通行政の推進に当たり多大なご尽
力をいただいていることに感謝申し上げた
い。浄化槽の整備推進は非常に重要なテーマ
で、今回の能登半島地震を目の当たりにして
もその思いを強くしたところ。私ども国土交
通省は社会インフラを支えることが役目の一
つであり、浄化槽についてもそれは同様。浄
化槽の型式認定、施工に当たっての技術上の
基準、浄化槽設備士資格などを所管している。
また昨今、人口減少の中で担い手不足と言う
ことが非常に大きな課題となっている。浄化
槽だけでなく建設業全体の問題で、先の国会
で建設業法を改正し、担い手不足を解消する
との方向で動き始めている。また資格につい
ても要件を一部緩和し、多くの方が従事でき
るように制度を改正している。国土交通省な
らではの取り組みを通じ、引き続き浄化槽の
整備促進に尽力してまいりたい。皆さまのご
発展を心よりご祈念申し上げる」と祝辞を述べ
た。
このあとは第37回全浄連会長特別顕彰状、
顕彰状、表彰状贈呈が行われ、全浄連会長特別
顕彰状が 5 名、全浄連会長顕彰状が19名、全
浄連会長表彰状が24名に贈られた。また受賞
者を代表し、関根学氏（（一社）埼玉県浄化槽協
会副理事長）から謝辞が述べられた。

沼田正樹室長 甲斐一洋室長
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全浄連浄化槽ビジョンを講演 全浄連浄化槽ビジョンを講演 
　　　上田会長が趣旨説明　　　上田会長が趣旨説明

総会、表彰後は、MRI リサーチアソシエイツ
（株）の三堀純主任研究員および常葉大学の小川
浩名誉教授の 2 名から「全浄連浄化槽ビジョン
の発表」が行われた。
発表に先立ち、全浄連の上田会長は「2022年
8 月の月刊浄化槽に『浄化槽ビジョンをつくら
なければならない』と書いたところ、多くの皆さ
まから賛同をいただき、その後 1 年間で新たな
ビジョンをつくらせていただいた。メンバーは
ビジョンをつくったあと、責任を持って実行で
きる若い方が中心で、この中で人的なネット
ワークも広がったことと思う。一方で情報とい
うものは生ものと言える。腐らせないように今
後も 1 年ごとにビジョンをチェックし、実効性
を一層確保してまいりたい。また最終的な目標
は浄化槽の信頼向上。信頼されることが業界の
発展にもつながる。本日の発表を踏まえ、ぜひ
皆さまからも様々な意見を寄せていただけれ
ば」と趣旨を述べた。
このあとは三堀主任研究員、小川名誉教授よ

りビジョンの説明があり、ビジョンに位置付け
る「目指すべき目標」「取組方向性」がそれぞれ
説明された（関連15頁）。

懇親会に国会、関係省、懇親会に国会、関係省、
　　　　　　団体から来賓多数　　　　　　団体から来賓多数
午後 5 時からは国会、関係省、団体から多数

の来賓を招待し懇親会を開催した。
関谷俊征副会長の挨拶により開会し、上田会

長は「本日は多くの方にお集まりいただき感謝
申し上げる。先ほど総会を終え、講演会では私
たちが策定した浄化槽ビジョンについて説明さ
せていただいた。今後、このビジョンに基づい
て様々な事業を進めてまいりたい。浄化槽の信
頼を一層確保し、汚水処理施設の10年概成で浄
化槽処理促進区域に住む住民が浄化槽で良かっ

たと言ってもらえるような環境を作り上げた
い。本日は国会議員の先生方も多く出席されて
いるが、これまでの要望を見ていただければ分
かるように、私どもは業界のために要望したこ
とはない。社会のためにどうあるべきか、現場
を知っているからこそできる提案をさせていた
だいている。ぜひご理解をいただき、これから
の人口減少社会において皆で知恵を出し合いな
がら、引き続き地域を支える浄化槽業界として
頑張ってまいりたい」と挨拶した。
来賓挨拶では、伊藤信太郎環境大臣が朝日健
太郎環境大臣政務官、国定勇人環境大臣政務官
とともに登壇し、伊藤大臣は「皆さまにおかれ
ては日頃より環境行政にご協力を賜り感謝申し
上げる。浄化槽の設置や維持管理等の業務が適
切に行われ、浄化槽の機能を十分発揮すること
は皆さまのご尽力の賜物であり、また令和 6 年
能登半島地震においても被災した浄化槽の復旧

三堀純主任研究員

小川浩名誉教授
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に多大なご協力をいただいた。さて今般、新た
な浄化槽ビジョンを策定されたと伺っている。
浄化槽のさらなる発展のために一層の取り組み
を期待したい。また先日は自民党浄化槽推進議
員連盟、公明党浄化槽整備推進議員懇話会にて
緊急要望をいただき、全浄連の要望を踏まえて
浄化槽法改正に向けた決議が行われたと承知し
ている。所管する環境省としてもこうした議員
立法の動きを見ながらしっかり協力してまいり
たい。今後とも法制度や予算等を通じて皆様方
と連携しながら浄化槽による汚水処理対策を全
力で支援してまいりたい」と挨拶した。

また堂故茂国交副大臣は「能登半島地震の発
災以来、全浄連の皆さまには復旧にご尽力をい
ただいた。国土交通省としてもしっかり復旧復
興に向けて全力を尽くしたい。さて水環境を守
る上で生活排水を適切に処理する浄化槽の役割
は極めて重要だが、建設業では担い手確保や生
産性向上が喫緊の課題となっている。今般、建
設業法を改正し、適正な労務費の確保、ICTを
活用した生産性の向上などの施策を盛り込んだ
ところ。今後はこの改正法の円滑な施行に努め、
浄化槽工事業をはじめとする建設業が将来にわ
たって持続的に発展できるよう取り組んでまい
りたい」と挨拶した。
この後は出席した国会議員が登壇、挨拶し、
自民党を代表して金子恭之衆議院議員は、「能
登半島地震が発災し約 6 カ月が経過したが、イ
ンフラが寸断した中で全浄連の皆さまには生活
環境の保全、公衆衛生の向上にご尽力をいただ
いた。国民生活において浄化槽が果たす役割は
大きく、引き続きご協力を賜りたい。また先日
の浄化槽推進議員連盟においては皆さまから重
要な提言をいただいた。公明党とも連携をしな
がら実現に努力してまいりたい」と挨拶した。
公明党からは山口那津男代表が、「全浄連の

伊藤信太郎環境大臣（中央）、朝日健太郎環境大臣政務官（右）、国定勇人環境大臣政務官（左）

堂故茂国土交通副大臣
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皆様方とはこれまでも単独処理浄化槽の合併転
換、法定検査を含めた維持管理の向上、予算措
置、法整備などともに歩んできた。能登半島地
震は過酷な災害で、浄化槽においても浮上など
多くの被害が発生した。業界としてもまた様々
な教訓が得られたことと思う。先ほど上田会長
から新たなビジョンについてお話をいただいた
が、これも復旧復興に当たって大事な視点では
ないか。これからも公明党は現場の視点を大切
にしながら、今後の汚水処理対策に全力を挙げ
てまいりたい」と述べた。
乾杯の発声には浄化槽推進議員連盟会長代理

の衛藤晟一参議院議員が立ち、「平成12年以来
の法改正を自民・公明党の皆さまと一緒に成し
遂げた。しかし今、改めて単独処理浄化槽の合
併転換を強力に推進する。そしてデジタル化に
よって浄化槽の管理を向上する。浄化槽設備士
も研修会によって技術力の向上を図る必要があ
る。皆で頑張ってまいりたい」と考えを述べ、杯
を掲げた。
この後は午後 6 時半まで、出席者は相互に懇

親を深めた。

衛藤晟一議連会長代理の発声で乾杯した。

金子恭之衆議院議員

山口那津男代表
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役　　職 氏　　名  所　　属　　及　　び　　職　　名

会 長 上 田 勝 朗 （公社）富山県浄化槽協会 会　　 長

副 会 長 桔 梗 一 憲 （公社）北海道浄化槽協会 会　　 長

〃 谷 川 眞 則 （一社）青森県浄化槽検査センター 理 事 長

〃 成 田 浩 明 （公社）茨城県水質保全協会 理 事 長

〃 関 谷 俊 征 （一社）愛知県浄化槽協会 会　　 長

〃 山 本 佳 彦 （一社）奈良県環境保全協会 理 事 長

〃 藤 原 章 員 （公社）広島県環境保全センター 理 事 長

〃 山 条 忠 文 （公社）香川県浄化槽協会 会　　 長

〃 安  德  博 （一財）福岡県浄化槽協会 理 事 長

専 務 理 事 髙 橋 静 雄 （一社）全国浄化槽団体連合会 専 務 理 事

常 務 理 事 昇  広  文 （一社）全国浄化槽団体連合会 常 務 理 事

理 事 関  根  信 （公社）岩手県浄化槽協会 会　　 長

〃 難 波 真 一 （一社）山形県浄化槽工業協会 理 事 長

〃 高 野 憲 樹 （一社）群馬県浄化槽協会 会　　 長

〃 西 野 則 幸 （一社）埼玉県浄化槽協会 理 事 長

〃 石 井 健 嗣 （一社）千葉県浄化槽協会 理 事 長

〃 白 山 隆 一 （一社）東京都水環境システム協会 会　　 長

〃 鈴  木  茂 （公社）神奈川県生活水保全協会 理 事 長

〃 島  影  清 （一社）新潟県浄化槽整備協会 会　　 長

〃 窪 田 浩 一 （公社）岐阜県浄化槽連合会 副 会 長

〃 松  平  仁 （一社）三重県水質保全協会 会　　 長

〃 中  井  清 （公社）滋賀県生活環境事業協会 会　　 長

〃 中 井 啓 仁 （一社）和歌山県浄化そう協会 会　　 長

〃 大 川 和 彦 （一社）鳥取県浄化槽協会 会    長

〃 福 島 明 則 （一社）山口県浄化槽協会 会　　 長

〃 加 藤 正 之 （公社）愛媛県浄化槽協会 会　　 長

〃 田 村 幸 彦 （一社）高知県浄化槽協会 会　　 長

〃 森 田 和 博 （公社）熊本県浄化槽協会 会　　 長

〃 穴 南 幸 司 （公財）大分県環境管理協会 理 事 長

〃 栗 脇 士 朗 （公財）鹿児島県環境保全協会 副 理 事 長

監 事 田 島 良 久 （一社）栃木県浄化槽協会 会　　 長

〃 川 端 良 一 (公社）京都保健衛生協会 理 事 長

〃 加 藤 三 郎 （株）環境文明研究所 （代）　所 長

評 議 員 鈴 木 文 夫 （公社）宮城県生活環境事業協会 会　　 長

〃 佐 藤 裕 之 （一社）秋田県浄化槽協会 会　　 長

〃 紺 野 正 雄 （公社）福島県浄化槽協会 会　　 長

〃 柿 島 正 士 （一社）山梨県管工事協会 会　　 長

〃 西 澤 正 隆 （公社）長野県浄化槽協会 会　　 長

〃 浦 部 隆 博 （一社）石川県浄化槽協会 会　　 長

〃 岩  﨑  新 （一社）福井県浄化槽協会 会　　 長

〃 大  沼  智 （一社）静岡県浄化槽協会 理 事 長

〃 坂 部 憲 一 （一社）大阪府環境水質指導協会 会　　 長

〃 田 中 一 良 （一社）兵庫県水質保全センター 会　　 長

〃 林  和  弘 （一社）島根県浄化槽協会 会　　 長

〃 別 府 洋 吾 （一社）岡山県浄化槽団体協議会 会　　 長

〃 田 村 茂 人 （公社）徳島県環境技術センター 会　　 長

〃 益 田 裕 司 （一財）佐賀県浄化槽協会 理 事 長

〃 西 川 勝 則 （一財）長崎県浄化槽協会 理 事 長

〃 石 川 武 則 （一社）宮崎県浄化槽協会 会　　 長

〃 玉 城 裕 一 （公社）沖縄県環境整備協会 会　　 長

顧 問 加 藤 敬 規 （一社）静岡県浄化槽協会 相 談 役

〃 南 川 秀 樹 元環境事務次官 ( 一財 )日本環境衛生センター 理事長

〃 菅 野 勝 之 （公社）福島県浄化槽協会 元 会 長

〃 上 山 健 治 郎 （一社）宮崎県浄化槽協会 元 会 長

令和 6 年度 全浄連役員等名簿令和 6 年度 全浄連役員等名簿
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１．業界功労者に対する全浄連会長特別顕彰状贈呈者
区        分 受章年月日 勲章・褒章 氏    名 所属及び役職

令和５年春叙勲受賞者 令和5年4月29日 旭日双光章 大河原正一 ( 公社 ) 福島県浄化槽協会  顧問

令和５年秋叙勲受賞者 令和5年11月3日 旭日単光章 大竹　伸一 ( 公社 ) 茨城県水質保全協会  理事

令和５年秋叙勲受賞者 令和5年11月3日 旭日単光章 長谷川伸夫 ( 公社 ) 滋賀県生活環境事業協会  副会長

令和５年秋叙勲受賞者 令和5年11月3日 旭日双光章 八田　富夫 ( 一社 ) 岡山県浄化槽団体協議会  会長

令和４年春叙勲受賞者 令和4年4月29日 旭日小授章 鳥越　澄夫 ( 公財 ) 鹿児島県環境保全協会  副理事長

２．業界功労者に対する全浄連会長顕彰状贈呈者
区          分 受章年月日 氏     名 所属及び役職

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 菊地　昭文 ( 公社 ) 岩手県浄化槽協会  副会長

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 菅原　潤司 ( 一社 ) 秋田県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 新村　勝盛 ( 公社 ) 茨城県水質保全協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年  6月9日 田島　良久 ( 一社 ) 栃木県浄化槽協会  副会長

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 小柴　　睦 ( 一社 ) 群馬県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 平井　壽治 ( 公社 ) 神奈川県生活水保全協会  副理事長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月1日 島　　正己 ( 公社 ) 富山県浄化槽協会  元理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 佐々木隆輔 ( 公社 ) 石川県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 岩﨑　　新 ( 一社 ) 福井県浄化槽協会  会長

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 二木　和則 ( 一社 ) 福井県浄化槽協会  副会長

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 大木　　広 ( 一社 ) 静岡県浄化槽協会  理事長

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 米山　二郎 ( 一社 ) 島根県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 山下　　裕 ( 公社 ) 香川県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 大門　　勝 ( 公社 ) 愛媛県浄化槽協会  副会長

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 今井　憲章 ( 公社 ) 熊本県浄化槽協会  監事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 大矢野　実 ( 公社 ) 熊本県浄化槽協会  会員

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 米村　德光 ( 公社 ) 熊本県浄化槽協会  監事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 白坂　裕一 ( 公財 ) 鹿児島県環境保全協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和5年10月2日 吉田　　茂 ( 公財 ) 鹿児島県環境保全協会  代議員
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３．会員団体役員等功労者に対する全浄連会長表彰贈呈者
氏       名 所属及び役職 氏       名 所属及び役職

色川　雅夫 ( 公社 ) 宮城県生活環境事業協会  理事 原　　保弘 ( 一社 ) 和歌山県浄化そう協会  理事

井上　義裕 ( 一社 ) 山形県浄化槽工業協会  理事 西村　博文 ( 一社 ) 鳥取県浄化槽協会  副会長

大河内吉二 ( 公社 ) 福島県浄化槽協会
　検査委員会事務局長 森脇　　始 ( 一社 ) 島根県浄化槽協会  理事

吉﨑　淳之 ( 公社 ) 茨城県水質保全協会  理事 庄谷　昌裕 ( 公社 ) 広島県環境保全センター  理事

関根　　学 ( 一社 ) 埼玉県浄化槽協会  副理事長 岩本　英司 ( 公社 ) 徳島県環境技術センター  理事

並木　広光 ( 一社 ) 東京都水環境システム協会
　副会長 矢木　祐一 ( 公社 ) 香川県浄化槽協会  部会委員

田中　康雄 ( 一社 ) 新潟県浄化槽整備協会　理事 入道　秀和 ( 公社 ) 香川県浄化槽協会  業務課長

栗林　卓也 ( 公社 ) 富山県浄化槽協会  理事 清家　直幸 ( 公社 ) 愛媛県浄化槽協会  副会長

谷﨑　　晃 ( 一社 ) 福井県浄化槽協会  理事 木下　恵理 ( 公社 ) 愛媛県浄化槽協会  総務係長

渥美　重陽 ( 一社 ) 静岡県浄化槽協会  理事 西田　正孝 ( 公財 ) 大分県環境管理協会  理事

島田　吉幸 ( 一社 ) 愛知県浄化槽協会  理事 池辺　　浩 ( 公財 ) 大分県環境管理協会
　水質検査係長

岡田　広光 ( 一社 ) 愛知県浄化槽協会
　前豊田業務所所長 前田　健一 ( 公財 ) 鹿児島県環境保全協会

　徳之島支部長

4 会員団体構成員等に対する全浄連会長感謝状贈呈者
氏       名 所属及び役職 氏       名 所属及び役職

三上　　聡 ( 公社 ) 北海道浄化槽協会  総務課長 玉城　　清 ( 一社 ) 埼玉県浄化槽協会
　法定検査部ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

佐藤　宏樹 ( 公社 ) 北海道浄化槽協会
　札幌検査事務所係長 福谷　智之 ( 一社 ) 愛知県浄化槽協会  副会長

渡邊　美香 ( 公社 ) 北海道浄化槽協会  経理係長 林　みのり ( 一社 ) 愛知県浄化槽協会  総務課長

関口　哲生 ( 公社 ) 北海道浄化槽協会
　札幌検査事務所技師 三澤　孝志 ( 一社 ) 島根県浄化槽協会  副会長

鈴木　省吾 ( 公社 ) 北海道浄化槽協会
　帯広検査事務所技師 白川　裕崇 ( 公社 ) 香川県浄化槽協会  業務係長

山川　正人 ( 公社 ) 福島県浄化槽協会  理事 椛嶋　和寿 ( 一財 ) 福岡県浄化槽協会  法定検査課長
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特別顕彰状代表受賞　ー　鳥越澄夫氏（鹿児島県）

顕彰状代表受賞　ー　田島良久氏（栃木県）

表彰状代表受賞　ー　関根学博氏（埼玉県）

関根学氏（埼玉県）から謝辞を受ける上田勝朗会長



全浄連ニュース　2024 年 9月　No.182 ●11

ȶକ۪ͬޏ৿̠ͧȶକ۪ͬޏ৿̠ͧ

ġġġġġġġౙඊੜၑ浄ا௑̥ͣġġġġġġġౙඊੜၑ浄ا௑̥ͣ

ġġġġġġġġġġġġࣣ໵ੜၑ浄ا௑͈͒ഢ۟ȷġġġġġġġġġġġġࣣ໵ੜၑ浄ا௑͈͒ഢ۟ȷ

ȶକ۪ͬޏ৿̠ͧȶକ۪ͬޏ৿̠ͧ

ġġġġġġġౙඊੜၑ浄ا௑̥ͣġġġġġġġౙඊੜၑ浄ا௑̥ͣ

ġġġġġġġġġġġġࣣ໵ੜၑ浄ا௑͈͒ഢ۟ȷġġġġġġġġġġġġࣣ໵ੜၑ浄ا௑͈͒ഢ۟ȷ

2024 年度  全浄連スローガン

 第12回 定時総会 決議 

一、全国各地の地域事情を踏まえ、「浄化槽ビジョン」の実現に向けた

取り組みを推進する

二、全国都道府県の協議会設立を推進し浄化槽の課題に取り組む

　　①単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換のより強力な推進

　　②浄化槽処理促進区域の積極的な推進

　　③維持管理費への公的助成金の拡大

三、大規模災害に備え、県、市町村との災害協定の調査研究に取り組む

四、浄化槽システム全体の脱炭素化事業の促進

五、浄化槽台帳整備の推進及び業界全体へのＤＸ化の促進

六、災害時に備えた避難所浄化槽トイレシステムの設置と活用

七、浄化槽設備士研修会の実施、及び法改正の実現

2024 年 6月28 日

一般社団法人 全国浄化槽団体連合会

会　長　　上　田　　勝　朗
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（一社）全国浄化槽団体連合会は６月14日、
自民党浄化槽推進議員連盟、公明党浄化槽整
備推進議員懇話会に緊急要望を実施した。主
に浄化槽維持管理の徹底、特定既存単独処理
浄化槽に対する措置の活用、浄化槽設備士の
技術力向上・人材確保に向けた３項目を要望
し、両議連ともに浄化槽法の改正を含む決議
書を採択した。

浄化槽推進議連は14日正午に東京・千代田
区のザ・キャピトルホテル東急、浄化槽整備
推進議員懇話会は同日午後２時に参議院議員
会館でそれぞれ会合の場を持った。
会合では初めに議連の代表から挨拶があり、

浄化槽推進議連の鈴木俊一会長は「汚水処理
人口普及率は毎年上昇し約93％に達した。残
りの７％は浄化槽の出番であると考えてい
る。しかし浄化槽もまだまだ課題が多い。議
連でよく検討しながら、場合によっては次の
通常国会も見据えながら浄化槽の適正な普及
という初期の目的を果たしてまいりたい」と考
えを述べた。
また浄化槽整備推進議員懇話会の秋野公造

会長は、「懇話会として要望をいただくこの場
を大切にしているが、本日は浄化槽の課題に
ついて緊急要望をいただく。我々の決意を決
議に盛り込み、関係者への働きかけなど行い
ながら政策の推進・実現に努めてまいりたい」
と挨拶した。
この後は全浄連の上田会長が緊急要望の内

容を説明した。内容は全浄連が令和５年度か
ら１年かけて取りまとめた「浄化槽ビジョン
2024」を踏まえたものとなっており、１項目目
「デジタル化の加速による浄化槽の適正な維持
管理の徹底」では、改正浄化槽法で整備が義務

づけられた浄化槽台帳で維持管理情報の把握
が進んでいないことや、令和６年能登半島地
震の復旧における浄化槽の位置情報把握の重
要性、台帳に基づく適切な維持管理の指導等
の観点から、浄化槽法を改正して、浄化槽管理
者に維持管理の徹底を周知する仕組み、維持
管理の実施状況をデジタル報告する仕組み、
無届浄化槽に対して指導可能な仕組みの創設
を要望した。
２項目目「特定既存単独処理浄化槽（特定既
存単独）の適用拡大を通じた合併転換促進」で
は、特定既存単独の判定基準が抽象的である
ことや、重要な判定を行うに当たっての行政
担当者の知見が十分でないことなどから、判
定基準の明確化とともに、浄化槽法を改正し
て都道府県が指定検査機関に特定既存単独の
指導後のフォロー等が可能となる事務規定、
機能強化、財政措置の創設を要望した。
３項目目「浄化槽設備士の施工技術力の向上
と人材確保」では、浄化槽設備士資格に更新制
度がなく、高齢化が進み、実態が不透明な状況
にあることなどから、５年ごとの定期研修制
度の創設、受験資格の緩和等の措置を要望し
た。
この要望を受けて両議連とも、意見交換の
後、①都道府県から浄化槽管理者への維持管
理義務通知制度の創設②保守点検・清掃の実
施状況の報告義務化③指定検査機関の機能強
化④無届浄化槽に対する指導権限の創設⑤浄
化槽設備士の定期研修制度̶̶の５項目を含
む決議書を採択した。

自民・公明党に浄化槽法改正等緊急要望実施
維持管理確保、合併転換促進、設備士資格の技術力向上等で
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自民党・浄化槽推進議員連盟の様子

公明党・浄化槽整備推進議員懇話会の様子
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令和６年度全国浄化槽行政担当者会議が７月
26日、WEB会議システムにより開催された。
全国都道府県等の担当者を対象に、浄化槽行政
を取り巻く最新の動向を説明し、単独処理浄化
槽の合併転換促進に向けた浄化槽法施行状況点
検検討会の検討状況、政府与党における浄化槽
法改正に係る新たな議連決議、特定既存単独処
理浄化槽の判断基準明確化に係る方針、令和６
年能登半島地震の対応状況などを取り上げた。

冒頭で浄化槽推進室の沼田正樹室長は、「浄
化槽の課題は大きく単独処理浄化槽の合併転
換、設置後の維持管理の２点で、合併転換につ
いては財政支援の拡充と、令和元年度の浄化槽
法改正で特定既存単独処理浄化槽の規定など設
けたところ。また維持管理については昨年度、
清掃および保守点検実施率の全国調査を実施し
た。残念ながら合併転換、維持管理のいずれも
十分な水準には達しておらず、浄化槽台帳シス
テムの整備が十分でないなどの実態が明らかに
なっている。能登半島地震の復旧においても、
平時から実態把握を進めておくことの必要性を
痛感した。こうした状況で、本日は新たに設置
した浄化槽法施行状況点検検討会の検討状況
や、再度の浄化槽法改正に係る議連決議などを
説明させていただく。今後１年で浄化槽行政に
も大きな変化が予想される。重要なのは関係者
間の連携であり、本日の会議で現場の課題など
も共有いただければ」と挨拶した。
この後は浄化槽推進室から「浄化槽法施行状

況点検検討会等」「浄化槽法改正に関する議連
決議」「浄化槽の指導普及に関する調査のWEB
システム化」「特定既存単独処理浄化槽（特定既
存単独）の判断の明確化に関する調査・検討」「浄
化槽に係る災害対応」「浄化槽関係の予算制度

の積極的な活用」について説明があった。
このうち浄化槽法施行状況点検検討会は、特
定既存単独の措置促進に向けて、判断基準の明
確化や法定検査結果の活用方針、合併転換を促
進する際の予算確保、効果的な台帳整備のため
の維持管理情報収集の方向性など、現時点で骨
子に盛り込んだ内容を説明した。
浄化槽法改正に関する議連決議は、（一社）全
国浄化槽団体連合会の要望を受けて自民党・浄
化槽推進議員連盟、公明党・浄化槽整備推進議
員懇話会で取りまとめた決議を取り上げ、浄化
槽設備士定期研修制度の創設、特定既存単独の
措置促進に向けた指定検査機関の機能強化、無
届浄化槽に対する指導権限創設、浄化槽管理士
への維持管理義務通知制度の創設などが盛り込
まれていると説明した。議連では要望実現に向
け、令和７年以降の浄化槽法改正を目指すこと
となっている。
浄化槽関係予算制度については、令和６年度
予算の概要を取り上げ、浄化槽を取り巻く課題
に対応した交付金メニューを紹介した。台帳整
備のための既設浄化槽の悉皆調査、維持管理費
補助のための一括契約制度構築や浄化槽長寿命
化計画の策定、合併転換促進のための宅内配管
工事費など主な制度を説明した。

浄化槽法改正に係る議連決議など動向説明
令和6年度浄化槽行政担当者会議開く
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（一社）全国浄化槽団体連合会が令和５年度
事業として着手していた「浄化槽ビジョン
2024」がこのほどまとめられた。浄化槽の信
頼確保に向け、汚水処理施設の完成、浄化槽の
適正な施工と管理徹底、浄化槽の持つ特徴の周
知・活用、強靱化や脱炭素への貢献、トレンド
やニーズに合ったサービス提供、労働環境・待
遇の改善、研修等制度の充実などと幅広い項目
が盛り込まれた。

ビジョンの検討に当たっては浄化槽を取り
巻く環境の変化と、これまでの積み残し課題を
意識した。人口減少、高齢化、働き方の変化に
よって浄化槽を必要とする地域が増えるもの
の、2040年には1100万人の労働供給が不足し、
浄化槽においても従事者の減少が見込まれる。
また災害の激甚化・頻発化を背景に脱炭素へ
の貢献が求められ、災害時における浄化槽の活
用についても取り組みを進める必要や、ICT
の活用、DX への対応も求められている。
一方で従来の課題である単独処理浄化槽の

合併転換、浄化槽
台帳システムの整
備、法定検査受検
率の向上等の維持
管理徹底、労働環
境や待遇改善等も
引き続き取り組み
を進める必要があ
る。
また能登半島地
震での教訓を踏ま
えた災害対応、生
産性の向上、浄化
槽技術者の資質向上など新たな課題への対応
も必要だ。
ビジョンではこうした出発点から目指すべ
き将来像をイメージ。それに向けた取り組み
の方向性と、取り組みの主体を主に記した（概
要は18・19頁に掲載）。

全浄連「浄化槽ビジョン2024」を策定
浄化槽の信頼確保へ適正施行や維持管理など

全国浄化槽団体連合会

浄化槽ビジョン

本編

全浄連がまとめた
「浄化槽ビジョン 2024」

浄化槽ビジョン検討会参加メンバー

委員長　　小川 　浩 （常葉大学社会環境部名誉教授）
委　員　　沼田 正樹 （環境省浄化槽推進室室長）
委　員　　志太 健一 （環境省浄化槽推進室室長補佐）
（以下委員、順不同五十音別）
桒山盛男（（一社）愛知県浄化槽協会事務局長）、櫻木秀憲（（一財）福岡県浄化槽協会検査部長）、武井
晶裕（（一社）全国浄化施設保守点検連合会理事）、棚木康仁（（公社）福島県浄化槽協会総務部次長）、
濱中俊輔（（公財）日本環境整備教育センター調査研究第1チームリーダー、藤井隆教（（公社）愛媛県
浄化槽協会総務部長、藤原亮（（株）ダイキアクシス課長、三堀純（MRI リサーチアソシエイツ（株）主
任研究員）、山崎宏史（東洋大学理工学部都市環境デザイン学科教授）、米原敦司（クボタ浄化槽シス
テム（株）営業推進部長）
（一社）全国浄化槽団体連合会　会長 上田勝朗、副会長 田村茂人
編纂協力　MRI リサーチアソシエイツ（株）
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――ビジョン策定のきっかけは。
浄化槽ビジョン策定のきっかけとなったのは、

私が寄稿した「月刊浄化槽2022年 8 月号」の巻頭
言です。改正浄化槽法によって10年概成におけ
る浄化槽の役割も大きくなり新たな「浄化槽ビ
ジョン」が必要ではないかと提案したところ、予
想以上に大きな反響をいただき、令和 5 年度よ
り検討に着手することになりました。メンバー
は全浄連の若手メンバーが中心で、委員長は常葉
大学の小川浩名誉教授です。
私から呼びかけたことは、会議では夢を語って

いただきたいということです。浄化槽でこんな
ことができたらいいとか、浄化槽にはもっと強い
力があるとか、浄化槽と下水道の組み合わせでこ
ういうことができるのではといったことです。
否定的なことは口にせず、浄化槽の未来に明るい
未来が開け、そこで働く方々が楽しい夢を持てる
ように意見交換をしていただきたいとお願いし
ました。
自由な発言の元にビジョンをとりまとめてい

く作業は業界団体である全浄連にしかできな
かったと思いますし、良いアイデアだと思えば現
時点でも実現可能な立場の方々にも参加してい
ただきました。
また会議を通じて次世代を担う若い方々の横

のつながりも深まったことと思います。検討会
が終わったあとも情報交換ができるようなネッ
トワークが構築できれば、それは将来リーダーを
担うようになったときに非常に大きな力になる
はずです。
改めて非常に有意義な会議になったと考えて

います。

――ビジョンが目指すものは
浄化槽を使っている人が、自らの敷地で、自ら
の責任において生活雑排水を処理し、公共用水域
の保全に貢献していることについて自慢できる
ような世界を目指したいと考えています。
浄化槽を使っている人は自然と環境意識が高
くなると考えています。一度流してしまったら
後は処理場任せとなる下水道と異なり、浄化槽は
すぐに放流水質の悪化という形で跳ね返ってき
ます。ルールを守らないと放流水質は悪化する。
守っていれば排水はきれいになり、自慢すること
ができる。ということは、まず私たちが浄化槽の
信頼を高めていかなければなりません。
これは業界としては自らを縛ることになりま
すので困難を伴います。令和元年度の改正浄化
槽法における浄化槽管理士の研修制度も私たち
が要望し、実現したものですが、今、浄化槽設備
士においても同じことをしようとしています。
ビジョンへの取り組みを通じて、浄化槽の信頼を
確保し、浄化槽管理者が、浄化槽で良かったと言
える環境を作り上げてまいりたいと思います。

使用者の立場に立った使用者の立場に立った
　　　　　　ニーズ対応が必要　　　　　　ニーズ対応が必要

――ビジョンの主な内容は
浄化槽の普及促進、施工・維持管理、下水道と
のベストミックス、災害対応力の強化、脱炭素、
海外展開、労働環境改善など様々な内容を盛り込
みました。期限を定め、それぞれの取り組み主体
を記しています。
この場で全ては挙げきれませんけれども、例え

ビジョンの取り組み通じ一層の信頼確保を
ਯྦྷ̥ͣ஖͊ͦͥ浄ا௑͈৘࡛̫̀࢜ͅਯྦྷ̥ͣ஖͊ͦͥ浄ا௑͈৘࡛̫̀࢜ͅ

（一社）全国浄化槽団体連合会の上田勝朗会長に、浄化槽ビジョン策定の経緯と
主な内容、今後を聞いた。
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ば 1 月 1 日に能登半島地震が発生しました。私
も富山県の一業者として今も支援を継続してお
りますけれども、今回の災害においてもトイレの
問題が発生しました。7 カ月が経過してもいまだ
にトイレが使えない地域が存在し、避難所の仮設
トイレなど、トイレが使えるところまで行って用
を足すというふうな生活を続けてらっしゃいま
す。
トイレというのは人間の生命に関わる重要な

問題でので、浄化槽業界としても防災協定の締
結、発災後の初動・連絡体制、災害対応浄化槽の
あり方など、しっかりとした提案をまとめておく
べきです。
また被災地では現在急ピッチでインフラの復

旧が進められていますけれども、汚水処理施設の
復旧のあり方についても議論が必要だと考えて
います。下水道を下水道として復旧させて良い
のか。液状化にも対応した、より強靱な管路を整
備することが本当に必要なのか。高齢化と人口
減少が今後さらに進む以上、計画を見直し、浄化
槽に切り替えていくという判断も必要ではない
かと考えています。
またディスポーザーの導入を進めるというこ

ともあります。下水道でもなかなか導入が進ん
でおりませんけれども、ディスポーザー対応浄化
槽が普及すれば家の中から生ごみがなくなりま
すので利便性が向上します。自治体にとっても
水分を多く含む生ごみが減りますので、ダイオキ
シン問題、燃料費の削減、収集回数と作業負担の
軽減、炉の延命などが見込めます。
やはり浄化槽も使う人の立場に立って考えな

ければなりません。その人たちが浄化槽に何を
求めているのか。特に浄化槽は住民に求められ
るものではなく、法的な規制によって設置される
ものです。だからこそ浄化槽に対する信頼と付
加価値がなければ浄化槽の普及も望めないので
はないかと思います。

継続的な見直しで取組推進継続的な見直しで取組推進

先ほども申し上げましたけれども、最終的には

下水道でなく浄化
槽で良いと言って
もらえるような形
が理想です。こう
した段階になれば
単独処理浄化槽の
合併転換も自ずと
進むのではないか
でしょうか。
また今回の浄化槽ビジョンでは文章化できて
いない部分もあるのですけれども、下水道整備区
域内で浄化槽を残すという選択肢も実現できた
らと考えています。
地域ごとに町のつくりは異なっていて、全国を
見渡せば細長い、いわゆるうなぎの寝床のような
家も多く見かけます。特に金沢市のような古い
町などでは、江戸時代に間口税と言って、家の間
口で税金をかける仕組みがあったことに由来す
るのですが、節税のために間口を狭め奥行きを広
げるものですから、下水道の公共ますから水回り
までの宅内配管工事費が非常に高額になります。
そもそも狭い間口では重機が入らず、管工事屋さ
んも積極的に受けていただけないという実態が
あります。
駐車場がない上に、水回りまで古いとなれば若
者は寄りつきません。高齢者と空家だらけの町
にしないためにも下水道ばかりに頼るのではな
く、コンパクトな現在の合併処理浄化槽によって
柔軟に汚水処理を進めるというようなことも必
要ではないでしょうか。
いずれにせよ浄化槽ビジョンには、こうあった
らいいねという私たちの考えを盛り込みました。
今後、このビジョンをもとに事業計画を立て実行
に移してまいります。
さらにビジョンは今でこそ新鮮ですけれども、
時代に合わせて都度更新していかなければ日々
鮮度が落ちていきます。年に 1 回、この内容で
大丈夫か、付け加えるべきことはないか毎年確認
していくことが重要と考えていますので、今回の
メンバーをはじめ、引き続き皆さまのご協力をい
ただきたいと思います。

（一社）全国浄化槽団体連合会（一社）全国浄化槽団体連合会

会長　会長　上田　勝朗上田　勝朗    氏氏
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総務省はこのほど、浄化槽や下水道などによ
り生活排水を適正に処理している人口は令和
4 年度末時点で 1 億1180万人（対前年度比17
万人増）で、汚水衛生処理率は前年度比0.5ポイ
ント増の89.1％に達したと発表した。分母とな
る行政区域内人口が 1 億2542万人（同51万人
減）と減少した影響も大きいが、残る未処理人口
は1361万人（同69万人減）まで減少した。

汚水衛生処理率は、「現在水洗便所設置済人
口」を「住民基本台帳人口」で割ることで算出さ
れる。水洗便所設置済人口とは、水洗便所を利
用しているだけでなく、生活排水を適切に処理
している人口を指しており、単独処理浄化槽や
くみ取り便槽使用世帯、また集合処理施設の供
用開始区域であっても未接続の世帯は除外され
る。
汚水衛生処理率89.1％の内訳を見ると、公共

下水道が77.1％（前年度76.6％）、農業集落排水
が2.0％（同2.1％）、浄化槽が9.8％（同9.8％）、
コミュニティ・プラントが0.1％（同0.1％）な
どとなっている。浄化槽処理人口は1233万
4732人（同1232万1538人）で、うち特定地域生
活排水処理施設（公共浄化槽事業）によるものが
51万1086人（同50万4443人）、個別排水処理施
設（単独事業）が 7 万5989人（同 6 万9611人）
だった。
都市規模別の内訳では依然として地域間格差
が大きく、人口規模100万人以上の12自治体で
は99.5％（同99.3％）、50～100万人規模の16自
治体では92.7％（同92.4％）、30～50万人規模
の45自治体では91.1％（同90.7％）、10～30万
人規模の187自治体で89.0％（同88.6％）で、5
～10万 人 規 模 の238自 治 体 は83.1 ％（ 同
82.3％）、5 万人未満の1221自治体は75.5％（同
74.5％）だった。

令和4年度末生活排水未処理人口は1361万人に
汚水衛生処理率0.5ポイント増の89.1％

汚水衛生処理率の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：％）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

処理率 74.5 76.2 77.5 78.6 80.0 81.0 82.0 82.9 83.7 84.5 85.1 85.8 86.4 87.0 87.6 88.2 88.6 89.1

伸び率 2.1 2.3 1.7 1.4 1.8 1.3 1.2 1.1 1.0 1.0 0.7 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.6
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汚水衛生処理率の状況（令和4年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：人、％）
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コミ
プラ
処理
人口

H

浄 化 槽
処理人口

I

合　　計

B+C+D+E+F+
G+H+I=J

汚水衛
生処理
率
 
J/A ×
100

下水道
処理率

B/A ×
100

うち
特定
地域

うち
個別
排水

北 海 道  5,139,913  4,590,743  50,257  7,444  -  -  -  -  132,960  5,571  40,765  4,781,404 93.0 89.3 

青 森  1,225,497  656,137  78,049  5,488  -  39  294  -  132,632  3,375  -  872,639 71.2 53.5 

岩 手  1,189,670  672,834  71,023  8,190  -  -  46  3,397  160,443  33,597  205  915,933 77.0 56.6 

宮 城  2,257,472  1,792,633  48,518  872  -  8  -  1,620  172,337  42,472  1,124  2,015,988 89.3 79.4 

秋 田  941,021  539,671  68,057  1,706  117  138  156  -  127,308  17,282  301  737,153 78.3 57.3 

山 形  1,042,396  749,120  64,444  760  -  60  36  -  97,474  13,396  634  911,894 87.5 71.9 

福 島  1,818,581  886,987  95,500  -  830  127  23  -  445,011  14,718  496  1,428,478 78.5 48.8 

茨 城  2,879,808  1,696,220  129,667  573  -  -  -  8,279  512,668  12,297  -  2,347,407 81.5 58.9 

栃 木  1,929,434  1,234,101  66,755  -  -  -  32  863  288,499  4,682  -  1,590,250 82.4 64.0 

群 馬  1,930,976  975,022  94,210  -  -  -  -  18,654  405,057  20,147  538  1,492,943 77.3 50.5 

埼 玉  7,381,035  5,896,787  75,318  -  -  -  -  862  734,501  25,407  -  6,707,468 90.9 79.9 

千 葉  6,310,075  4,654,824  40,692  -  -  -  -  7,741  878,992  2,708  -  5,582,249 88.5 73.8 

東 京  13,841,665  13,785,202  1,701  255  -  -  -  2,340  30,070  3,923  6,649  13,819,568 99.8 99.6 

神 奈 川  9,212,003  8,839,290  2,696  -  -  -  -  -  132,918  2,993  -  8,974,904 97.4 96.0 

新 潟  2,163,908  1,516,588  110,413  1,733  41  -  34  -  147,674  7,233  891  1,776,483 82.1 70.1 

富 山  1,028,440  838,835  72,350  1,948  90  -  79  703  34,551  470  160  948,556 92.2 81.6 

石 川  1,117,303  888,914  46,836  2,219  65  -  235  2,140  44,874  8,429  693  985,283 88.2 79.6 

福 井  759,777  579,906  69,092  6,409  202  -  47  -  37,345  1,489  979  693,001 91.2 76.3 

山 梨  812,615  502,770  12,590  -  -  -  32  4,253  128,161  5,447  199  647,806 79.7 61.9 

長 野  2,043,798  1,644,583  140,160  -  73  156  538  969  130,872  12,660  1,087  1,917,351 93.8 80.5 

岐 阜  1,982,294  1,332,054  87,190  -  -  270  793  4,139  264,383  3,191  2,388  1,688,829 85.2 67.2 

静 岡  3,633,773  2,186,922  23,594  1,318  -  -  -  11,226  694,274  7,814  -  2,917,334 80.3 60.2 

愛 知  7,512,703  5,666,451  123,839  1,674  -  -  -  9,482  835,196  -  -  6,636,642 88.3 75.4 

三 重  1,772,427  948,915  76,627  4,003  -  38  -  3,631  435,790  30,619  -  1,469,004 82.9 53.5 

滋 賀  1,413,989  1,239,547  57,778  -  36  -  19  2,150  51,041  -  7,900  1,350,571 95.5 87.7 

京 都  2,501,269  2,308,337  33,730  1,361  29  60  50  90  57,990  12,686  138  2,401,647 96.0 92.3 

大 阪  8,784,421  8,298,927  575  119  -  -  -  -  171,074  4,266  129  8,470,695 96.4 94.5 

兵 庫  5,459,867  5,026,616  116,150  3,765  -  -  324  46,974  99,499  110  5,761  5,293,328 96.9 92.1 

奈 良  1,325,385  1,018,627  4,915  -  -  -  -  585  81,253  1,032  -  1,105,380 83.4 76.9 

和 歌 山  924,469  206,957  29,366  4,784  182  40  56  1,487  336,812  1,385  175  579,684 62.7 22.4 

鳥 取  546,558  372,008  79,163  2,642  149  -  522  395  32,375  4,311  26  487,254 89.1 68.1 

島 根  658,809  299,339  69,921  11,846  -  220  430  3,966  108,247  27,584  1,643  493,969 75.0 45.4 

岡 山  1,865,478  1,193,196  30,231  770  42  -  219  -  313,464  7,359  671  1,537,922 82.4 64.0 

広 島  2,770,623  2,061,550  37,574  3,337  -  -  -  758  319,566  17,664  916  2,422,785 87.4 74.4 

山 口  1,326,218  866,568  43,026  7,923  31  -  -  70  219,783  1,629  131  1,137,401 85.8 65.3 

徳 島  718,879  105,118  15,573  311  64  -  -  4,865  320,254  3,953  -  446,185 62.1 14.6 

香 川  956,787  398,404  10,458  641  -  -  -  398  320,705  7,131  -  730,606 76.4 41.6 

愛 媛  1,327,185  693,192  30,026  2,371  -  -  -  656  307,760  9,625  57  1,034,005 77.9 52.2 

高 知  684,964  238,571  14,029  715  -  16  37  1,461  233,380  3,388  -  488,209 71.3 34.8 

福 岡  5,104,921  4,120,307  41,234  4,216  -  -  67  8,208  478,435  29,350  624  4,652,467 91.1 80.7 

佐 賀  806,877  458,555  45,672  2,872  -  -  17  101  146,705  47,762  58  653,922 81.0 56.8 

長 崎  1,306,060  782,616  33,812  6,398  -  -  90  4,777  205,605  2,284  -  1,033,298 79.1 59.9 

熊 本  1,737,946  1,158,122  46,921  4,273  40  37  192  1,307  272,400  22,605  408  1,483,292 85.3 66.6 

大 分  1,123,525  544,156  21,898  3,092  -  -  166  580  274,618  6,543  -  844,510 75.2 48.4 

宮 崎  1,068,838  598,214  35,769  2,011  -  -  -  -  261,450  11,808  -  897,444 84.0 56.0 

鹿 児 島  1,591,699  643,893  28,297  2,833  -  -  -  4,716  601,792  8,691  -  1,281,531 80.5 40.5 

沖 縄  1,485,526  952,828  47,618  3,192  -  -  -  -  116,534  -  243  1,120,172 75.4 64.1 

 計 125,416,877 96,661,157 2,523,314 114,064 1,991 1,209 4,534 163,843 12,334,732 511,086 75,989  111,804,844 89.1 77.1 

/A×100 77.1 2.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 9.8 0.4 0.1 89.1 

（注）「行政区域内人口」は住民基本台帳人口、「処理人口」は現在水洗便所設置済人口、「農集」は農業集落排水施設、「漁集」は漁業集落
排水施設、「林集」は林業集落排水施設、「簡排」は簡易排水施設、「小排」は小規模集合排水処理施設、「コミプラ」はコミュニティ・
プラント、「特定地域」は特定地域生活排水処理施設、「個別排水」は個別排水処理施設
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（一社）大阪府環境水質指導協会（坂部憲一会
長）は設立50周年を迎え、6 月18日に大阪府・
天満橋の大阪キャッスルホテルで記念式典を盛
大に開催した。功労者表彰や記念講演、懇親会
を行い、来賓には大阪府の渡邉繁樹副知事、大
阪府議会の中谷恭典議長、環境省浄化槽推進室
の沼田正樹室長など多くの関係者が出席した。

冒頭で坂部会長は、「当協会は前身となる大
阪府浄化槽協会が昭和49年に発足し、今年で50
年目を迎えた。ふり返れば昭和25年に建築基
準法が制定され、汚物浄化槽の構造基準が定め
られて70年ほど。この間、大阪府内ではトイレ
の水洗化を目的として単独処理浄化槽が多く普
及した。その後、生活排水処理のため合併処理
浄化槽の普及に取り組み、平成 9 年には浄化槽
法改正に先立ち単独処理浄化槽の新設を禁止す
るなどしてきた。少子高齢化、人口減少が進み、
災害が頻発する現在、浄化槽は今や下水道に並
ぶ汚水処理施設として、その強みを積極的に情
報発信していかなければならない。行政と連携
し、提案によってともに行動していくことが今

後求められて
いると考えて
いる。50周年
を機に一層取
り組みを進め
てまいりた
い」と挨拶し
た。
次いで来賓
から祝辞が述べられた後、功労者表彰を行い式
典を閉会した。
記念講演は、前富田林市長の多田利喜氏から

「公共浄化槽、大阪の第一歩」とのテーマで、大
阪府において初めて公共浄化槽事業に着手し、
その方法として全国でも例の少なかった PFI
手法を採用し、下水道から浄化槽への施策転換
を図った富田林市の事例について説明した。
住民負担軽減のために公共浄化槽事業、さら
にそれを PFI 方式で実施し、現在、第三期まで
続く富田林市の事業をふり返りながら、「浄化
槽は下水道に並ぶ処理能力を持ちながらコスト
が安い。人口減少が日本全国で進む中、隅々ま

で下水道で整備を行うのは不可能と考
えている。こうしたことを踏まえれば、
今後は浄化槽の普及が重要であり、その
ためにはしっかりとしたリーダー、組織
が必要とされている。厳しい局面もあっ
たが、私が本日ここまで来られたのも大
阪府の皆さまと環境省が支えていただ
いたお陰。貴協会のますますの発展に
期待したい」と述べ、講演を終えた。
その後、午後 5 時からは懇親会を開
き、式典、講演会に続き多数の来賓が出
席した。

設立50周年記念式典、記念講演、懇親会を盛大に
情報発信、関係者連携によってさらなる普及促進を

設立 50 周年記念式典の様子

坂部憲一会長
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（一社）愛知県浄化槽協会（関谷俊征会長）は創
立50周年を迎え、7 月31日に名古屋市の名古
屋東急ホテルで50周年記念祝賀会を盛大に開
催した。会場には関係団体や環境省、さらに大
村秀章県知事や藤川政人参議院議員、里見隆治
参議院議員、直江弘文県議会議長など県内外か
ら多数の来賓が出席した。

冒頭で関谷会長は、50周年の節目を迎えたこ
とについて「多くの関係者の皆さまのご指導に
よって本日を迎えることができ、改めて感謝申
し上げたい。私自身はこの業界に入り45年が
過ぎた。当時、下水道が整備されるまでの繋ぎ
施設であるというような考え方があり、創業者
である父に、なぜ自分の代でなくなるかも知れ
ない仕事を始めたのかと尋ねたこともある。
そこから50年の時を経て、先達と我々の努力、
そして関係者の皆さまのご協力によって、下水
道と浄化槽の組み合わせによって生活排水処
理をするという流れができあがった。今後も、
この役割を果たしていくために協会としても
一層尽力してまいりたい」と挨拶した。
また愛知県の大村知事は「皆さまにおかれて

は1974年の創立以来、50年の長きにわたって
浄化槽の適正な維持管理を通じ、県民の快適な
暮らしを支えていただいたことに感謝申し上
げたい。先ほど会長がおっしゃったように、現
在は全てを下水道によって処理するのではな
く、浄化槽が適した地域においては浄化槽を整
備し、皆さまが適正に管理していただくことに
よって環境保全、公共用水域の保全を図ってい
る。引き続き浄化槽の適正な普及に努めてい
ただけるようお願い申し上げる。また近年は
脱炭素に向けた動きが加速化し、浄化槽におい
ても脱炭素化推進事業が進められている。建

築分野におい
ても来年 4 月
から住宅の省
エネ基準への
適合が義務化
されたところ。
こうした動き
も踏まえ、愛
知県のカーボ
ンニュートラ
ルの実現へご
協力を賜りた
い」と祝辞とと
もに、今後の
期待を述べた。
この後は永
年勤続表彰、
来賓挨拶があ
り、来賓挨拶で（一社）全国浄化槽団体連合会の
上田勝朗会長は「皆さまの積み重ねが全浄連の
発展につながっている。特に愛知県におかれ
ては歴代の会長が全浄連活動の中でも重要な
役割を果たしていただいた。改めて敬意と感
謝を申し上げる。さて全浄連では浄化槽ビジョ
ン2024を策定し、単独処理浄化槽の合併転換、
浄化槽の信頼向上、人材の育成などを盛り込ん
だ。私も現場の声を聞きながら、それを参考に
もっと浄化槽のことを多くの方に知っていた
だくよう活動してまいりたい」と挨拶した。
祝賀会の乾杯の発声は直江弘文県議会議長
が務め、出席者は懇親を深めつつ、協会50周年
の節目を祝った。

創立50周年祝賀会に大村県知事ら来賓多数
浄化槽の適正管理、地域環境保全へ決意新たに

関谷俊征会長

大村秀章県知事
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（一社）浄化槽システム協会（JSA）がまとめた
浄化槽出荷基数統計によると、令和 5 年度小規
模合併槽（50人槽以下）の出荷基数は 9 万6260
基（対前年度比8.2％減）と大幅に減少した。住
宅市場の不調を受け、10～11万基で推移し、極
めて厳しい状況と言われていた前年度からさら
に 1 万基近く減少した。また中規模合併槽（51
人槽以上）は1216基（同3.6％増）、RC・その他
は 9 基（同25.0％減）だった。

統計のうち、主力の小規模合併槽の内訳を人
槽別に見ると、5 人槽が 7 万1204基（同6.6％
減）、6 人槽が633基（同3.4％減）、7 人槽が
1 万5317基（同15.2％減）、9 ～10人槽が3434
基（同12.0 ％減）、11～20人槽が2096基（同
6.2％減）、21～30人槽が1854基（同8.8％減）、
31～50人槽が1722基（同1.3％減）だった。
出荷基数がここまで減少したのは、住宅着工
戸数がリーマンショック時に近い水準まで落ち
こんだことによる。近年の住宅価格の上昇、住
宅ローン金利の上昇と不安感、経済情勢の先行

き不透明感など、住宅市場には逆風が吹き荒れ
ており、同年度の住宅着工戸数は80万176戸（同
7.0％減）まで減少した。
今後の見通しも予断を許さない状況にあり、

（株）野村総合研究所の分析によると、2024年度
の住宅着工戸数は86万戸まで回復すると予想
するも、工事原価高騰の影響が2023年度と同程
度発生した場合は82万戸程度にとどまると予
測した。その後は人口減少によって住宅着工戸
数は落ちこむ一方で、2040年度、今後26年間で
58万戸まで減少していく見込みとした。
住宅市場に引きずられ、浄化槽にも逆風が吹
いているが、全国では徐々に集合処理から個別
処理への見直しが進み始め、国土交通省におい
ても令和 6 年能登半島地震の被害を受けて個
別処理による復旧について方向性を示し始め
た。環境省では合併転換の加速化に向けて特定
既存単独処理浄化槽の判定基準明確化を検討
し、与党においては合併転換の促進も含めて再
度の浄化槽法改正の道筋を整え始めている。

令和５年度小規模合併槽出荷基数が9.6万基に
住宅市場の不調から約１万基、8.2％減

令和 5年度の浄化槽機種別出荷台数推移表                 （一社）浄化槽システム協会

　項　目

年　月

浄化槽出荷数
RC・その他 合計

小規模合併槽 中規模合併槽

台数
前年比
（％）

台数
前年比
（％）

台数
前年比
（％）

台数
前年比
（％）

R5/4 7,739 89.3 101 105.2 2 - 7,842 89.5

5 8,297 91.9 104 138.7 0 - 8,401 92.3

6 9,157 93.6 71 95.9 0 - 9,228 93.6

7 8,845 92.7 93 120.8 1 100.0 8,939 92.9

8 7,311 86.3 55 74.3 0 - 7,366 86.2

9 8,449 94.2 144 102.1 1 33.3 8,594 94.3

10 8,552 93.5 90 108.4 0 - 8,642 93.6

11 8,947 89.7 138 99.3 0 - 9,085 89.8

12 8,291 93.7 129 130.3 0 - 8,420 94.1

R6/ 1 6,251 89.5 69 73.4 2 200.0 6,322 89.3

2 7,747 98.5 98 101.0 2 200.0 7,847 98.6

3 6,674 88.0 124 99.2 1 - 6,799 88.2

R 5 年度累計 96,260 91.8 1,216 103.6 9 75.0 97,485 91.9

（注）年度累計の段の数値は実数表示までの月の累計です。前年比は前年同月までの累計との対比（％）です ｡
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2024 年ഽȶ浄ا௑͈඾ȷ第Ĵ8 ٝ全࣭浄ا௑ఱٛ৘ঔါႀ2024 年ഽȶ浄ا௑͈඾ȷ第Ĵ8 ٝ全࣭浄ا௑ఱٛ৘ঔါႀ

「浄化槽の日」「浄化槽の日」
 第38 回全国浄化槽大会 第38 回全国浄化槽大会
 標語決まる !! 標語決まる !!

１．目　　的　　「浄化槽の日」を記念し、浄化槽の健全な普及促進を図り、生活環境の保全、向上に

　　　　　　　　寄与することを目的とする。

２．主　　催　　「浄化槽の日」実行委員会

３．後　　援　　環境省、国土交通省（予定）

４．開催日時　　2024 年 10月1日（火）  14：30 ～ 18：30

５．会　　場　　ホテルグランドヒル市ヶ谷

                東京都新宿区市谷本村町 4 − 1　 TEL　03 − 3268 − 0117

６．大会次第　　① 全国大会記念式典　14：30 ～ 15：30

                   開会挨拶、浄化槽の日実行委員会代表挨拶、関係省大臣挨拶、浄化槽適正整備推

　　　　　　　　　 進決議、浄化槽関係功労者表彰、大会標語 入選者表彰

                ② 記念講演　15：30 ～ 16：30

　　　　　　　　　 演題 「水環境から考える人間と環境の関係史 分解と再生が生み出す価値」

　　　　　　　　　 講師 法政大学人間環境学部 教授 湯澤 規子 氏

                ③ 懇親会　17：00 ～ 18：30

７．参加団体

 

８．対　　象　　全国浄化槽関係者、浄化槽関係学識経験者

９．入場者数　　約 800 名

　「浄化槽の日」実行委員会はこのほど、「浄化槽の日」関連行事である今

年の第38回全国浄化槽大会で表彰される標語の入選4作品を発表した。最

優秀賞、優秀賞作品は以下のとおり。

　入選者は浄化槽大会で表彰され、最優秀賞には 5万円、優秀賞には各 1

万円の賞金が贈られる（学生には図書カード）。標語は今後、浄化槽普及に向けアピールするため、全国

的なキャンペーン等で活用される。

【最優秀賞】  ・浄化槽　未来へつなぐ　水環境　　　　（一般の部）

【優 秀 賞】  ・世界に広まれ　安全な水　浄化槽　　　（一般の部）

　　　　　  ・浄化槽　ここから始まる　水未来　　　（一般の部）

　　　　　  ・浄化槽　次世代につなぐ　水のバトン　 （学生の部）

( 一社 )浄化槽システム協会

全国浄化槽推進市町村協議会

全国環境整備事業協同組合連合会

全国管工事業協同組合連合会

(一財 )全国建設研修センター

(一社 )全国浄化施設保守点検連合会

(一社 )全国浄化槽団体連合会

(公財 )日本環境整備教育センター

(一社 )日本環境保全協会

(一社 )日本空調衛生工事業協会

全国一般廃棄物環境整備協同組合連合会 

(一財 )日本環境衛生センター

(公社 )日本水環境学会（賛助委員）
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全浄連関係機関・団体との会議等報告

月　日 摘　　　要 会　　　場

5 月 14 日
（一社）東京都水環境システム協会「令和 6年度第 51 回
通常総会・懇親会」

ホテルグランドヒル市ヶ谷

5月 15 日
（一社）千葉県環境保全センター「令和 6年度第 12 回
定時総会・懇親会」

オークラ千葉ホテル

5月 15 日
（一社）栃木県浄化槽協会「2024 年度第 13 回通常総会・
懇親会」

ホテル東日本宇都宮

5月 21 日 （一社）日本空調衛生工事業協会「第 76 回定時総会懇親会」 帝国ホテル東京

5月 28 日 （公社）徳島県環境技術センター「第 14 回定時社員総会」 徳島グランヴィリオホテル

5月 28 日 （公社）香川県浄化槽協会「第 14 回定時総会」 JR ホテルクレメント高松

5月 30 日 （一社）建設広報協会「令和 6年度定時総会」 ホテルルポール麹町

5月 30 日 （一社）埼玉県浄化槽協会「2024 年度第 11 回通常総会」 浦和ワシントンホテル

5月 31 日 （公社）愛媛県浄化槽協会「第 14 回通常総会、式典、懇親会」 ANA クラウンプラザホテル松山

全浄連・会務報告

月　日 摘　　　要 会 場 ・ 訪 問 先

5 月 1 日 「第 1回総務委員会」（Web 会議） 全浄連会議室

5月 10 日 「全浄連監事監査」 全浄連会議室

5月 10 日
第 1回正副会長会、第 1回功労者顕彰委員会、
第 1回全国浄化槽推進政治連盟常任幹事会

ホテルグランドヒル市ヶ谷

5月 23 日 「第 8回 2023 浄化槽ビジョン検討会」（対面会議） ホテルグランドヒル市ヶ谷

5月 28 日 「第 53 回理事会」（対面会議） ホテルグランドヒル市ヶ谷

6月 28 日
第 2回正副会長会、第 12 回定時総会、第 54 回理事会、

2024 年度全国浄化槽推進政治連盟幹事会、懇親会
ホテルグランドヒル市ヶ谷

7月 16 日 「第 3回 正副会長会」（対面会議） ホテルグランドヒル市ヶ谷

7月 23 日 「第 2回事業委員会」（Web 会議） 全浄連会議室

7月 31 日 「第 2回総務委員会」（Web 会議） 全浄連会議室

8月 6日 「第 1回中央保証制度審査委員会」（Web 会議） 全浄連会議室

8月 7日 「第 1回機能保証制度委員会」（Web 会議） 全浄連会議室

8月 8日 「第 4回 正副会長会」（Web 会議） 全浄連会議室

8月 21 日 「令和 6年度水環境保全助成事業審査委員会（Web 会議） 全浄連会議室

8月 28 日 「第 1回保守・清掃委員会」（Web 会議） 全浄連会議室
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月　日 摘　　　要 会　　　場

6 月 4 日 （公社）千葉県浄化槽検査センター「第 12 回定時総会」 オークラ千葉ホテル

6月 5日
（一社）島根県浄化槽協会「令和 6年度第 13 回定時総会・
懇親会」

サンラポーむらくも

6月 5日
(一社 )全国浄化施設保守点検連合会「第 43 回定時役員
総会・懇親会」

宇都宮ホテル東部グランデ

6月 5日 浄化槽中央連絡協議会「第 1回事務連絡会議（Web 会議）」 （一社）浄化槽システム協会

6月 7日
(一社 )日本環境衛生施設工業会「第 13 回通常総会・
懇親会」

日比谷国際ビルコンファレンススクエア

6 月 10 日 （一社）日本環境保全協会「令和 6年度定時総会・懇親会」 ホテルメトロポリタンエドモンド

6月 10 日 （一社）浄化槽システム協会「令和 6年度総会・懇親会」 東京グランドホテル

6月 12 日 （一社）日本住宅協会「令和 6年度第 76 回通常総会」 ホテルルポール麹町

6月 13 日 （公社）神奈川県生活水保全協会「第 45 回通常総会・懇親会」 ロイヤルホールヨコハマ

6月 14 日 浄化槽推進議員連盟　臨時総会 ザ・キャピトルホテル東急

6月 14 日 浄化槽整備推進議員懇話会　臨時総会 参議院議員会館

6月 14 日 （公社）福島県浄化槽協会「令和 6年度第 12 回定時総会・懇親会」 ウェディングエルティ

6月 14 日 ( 公社 )全国産業資源循環連合会「第 14 回定時総会・懇親会」 明治記念館

6月 17 日 （一社）静岡県浄化槽協会「第 11 回定時総会」 グランディエールブケトーカイ

6月 17 日 全浄連東北地区協議会「第 50 回通常総会」 緑水亭

6月 17 日 3R・資源循環推進フォーラム「第 20 回理事会・総会」 ＡＰ虎ノ門

6月 18 日 （一社）大阪府環境水質指導協会「設立 50 周年記念式典」 大阪キャッスルホテル

6月 21 日 令和 6年度日本廃棄物団体連合会幹事会 (公財)日本産業廃棄物処理振興センター

6 月 25 日
( 特非 )最終処分場技術システム研究協会「創立 30 周年記念

式典・祝賀会」
大田区民ホール

6月 27 日 令和 6年度 (第 38 回 ) 日本廃棄物団体連合会総会・講演会 日比谷国際ビルコンファレンススクエア

7 月 3 日 浄化槽中央連絡協議会「令和 6年度理事会、定期総会、懇親会」 ホテルグランドヒル市ヶ谷

7月 30 日 （一社）愛知県浄化槽協会「創立 50 周年記念祝賀会」 名古屋東急ホテル



場所を選ばず連続DO測定

測定中は置きっぱなしでOK
（一定流速が必要）

測定終了後はアプリでデータ取得
グラフ表示やメール転送も可能

TEL：0120-67-2827
受付 9:00 ～17:20（月～金）

〒443-0011 愛知県蒲郡市豊岡町石田1-1
Email：eigyou@iijima-e.co.jp　https://www.iijima-e.co.jpお気軽にお試しください

テスト器貸出






